









19世紀 ドイ ツ にお け る工 芸博 物 館 の成 立
ヒス トリスムス と工芸の関連 をめ ぐって
藪 亨
今世紀 にお ける ドイツの近代運動 につ いては,こ れまで多方 面 か ら論究 され,
現 代の デザ インや文化 の主要 な源泉 の ひ とつ と して高 く位置 づ け られて きた。
ところが これ に比 して19世紀 ドイツにおけ る工芸(Kunstgewerbe)の潮流 は,
その実相 の解 明 が立 ち遅 れて きた。 とい うの も,質 素 で装飾 を抑制 した 「ビー
ダーマ イヤー」(Biedermeier)と当代独 自の新様式 の創 造 を旨 と した 「ユ ーゲ
ン トシュテ ィー ル」(Jugendstil)との間 の工芸 はて独創性 に乏 しい 「華 美 な時
代」(PomposeZeitalter)のそれ と して人々 に嘲笑 され軽 ん じられて きたか ら
で あ る。 ところが最近,こ の19世紀 後半 におけ る工芸 の動向 を,既 存 の図案意
匠や手本 に頼 った 「ヒス トリス ムス」(Historismus)として措定 し,そ の独 自
性 と多様 さを今 一度見直 してい こ うとす る気運 が高 まっている。 そして,こ れ
とともに再 び注 目されてい るの が,19世紀 最後 の四半世紀 に隆盛 を極 めた工芸
博物館 の存在 で ある。 そ こで本稿 におい ては,こ の工芸博物館 につ いて,そ の
成立過 程 を再検 討す る とともに,そ こにおける ヒス トリスムス と工芸 の関連 に
ついて考察 を試 み たい。
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今 日の ドイツ には,一 般 に工芸博物館 と称 され る文化施設 が多数の都市 にみ
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うけ られ る。ベ ル リン工芸博物館(KunstgewerbemuseumBerlin),ハンブル ク
工芸博物館(MuseumfurKunstundGewerbe)そして フラ ンクフル ト・アム
・マ イン工芸博物館(MuseumfurKunsthandwerkFrankfurtamMein)など
がそれで ある。 ここには家具 ・陶 器 ・織物 な どの いわゆ る工芸 に関 す る学術的
資料 が広 く蒐集保管 され,こ れ らが組織的 に陳列 されて一般の展覧 ・研究 に資
されて いる。従 って今 日,一 般 の参観 者 は,他 の美術 館 や文化史的 な博 物館 と
は異 った工芸博物館独 自の来歴 に気付 くことは まず ない。 ところが もとも とエ
芸博物 館 は,何 よ りも工芸 デザ インの保護奨励 を目指 して創設 されたので あっ
た。 しかもその創 設への直接 的 な動 因 となったのは,外 国 か らの刺激 で あ り,
前世紀 中葉 に起 った イギ リスの上 か らの工芸 改革 で あった。
イギ リスにおいては新 しい組織 的 な工芸改革 の端緒 が,第 一 回万 国博 覧会
(1851年)によって開 かれた。当代 におけ る物 質的世 界の 目覚 しい進 歩 を広 く
展観 しよ うとした当博 覧会 は,こ の意図 に関 して は所期 の成果 を十 分 にあげた。
しか し他面 において,家 具 や織物 な どの工芸 品の展 示 においてはフ ラ ンスの優
位 が極 立 ち,美 的趣味 におけ るイギ リスの立 ち遅 れ を心 有 る人 々 に痛 感 させた。
折 しも当代有数 の美術 評論家 ラルフ ・ニ コル ソン・ウ ォーナ ム(RalphNicolson
Wornum)は,「趣味 の教訓 としての博覧会」(TheExhibitionasaLesson
inTaste,1851)と題 す る工 芸評論 を著 わ し,こ の中 で次 のよ うに主張 した。
す な わち,美 しい趣 きや装飾 は,文 明 の進歩 した社会 においては もはやぜ いた
くな もの ではな くて,一 般的 な精神的必要物 のひ とつ で ある。従 って,す ぐれ
た装飾 デザ インとこれ を支 える美的趣味 の鍛練 は,自 国の商業的繁 栄 にとって
欠 くことので きない要因 となってい ると。 ウォー ナム は,当 博 覧会 を色 どった
流 行の華美 なデザ イ ンを個性 を欠 いた空虚 な趣 味 の現 われ として虚 心 に うけ と
め,幽その改善 の必要 を自国工芸 の保護 の見地 か ら要請 したので あった。 また こ
の頃,政 治的 亡命者 と して ロ ン ドンに住 んで いた ドイツの建築 家 ゴッ トフ リー
ト ・ゼ ンパー(GottfriedSemper)は,万国博 覧会 に関 与 した体験 にも とついて,
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工芸 改革 に関す る画期 的 な論文 「科 学,産 業 そして芸術一民衆 の芸術的 セ ンス
を高 め るため の提 言」(Wissenschaft,IndustrieundKunst,Vorschlagezur
AnregungnationalenKunstgefuhles,1851)を著 わ した。 この論文 にお いて彼
は,機 械 の優 勢 によって生 じた様 式 の混 乱 と衰微 を鋭 く摘 出 し,こ れ を克服 す
る手 立て と して製作者 と使 用者 と を含 むすべ ての人民の趣 昧教育 を提 言 した。
この中核 と なっ たの は,工 芸 のす ぐれた見本品 を蒐集 し展示す る博 物館 の構 想
で あ り,こ れは講義 や実技指 導 ので きる工房 と結 びっ け られて いた。 この提 言
活動 が機縁 ともなって彼 は,その頃ヘ ン リー ・コー ル(HenryCole)によっ て進
め られていた実用美術局(DepartmentofPracticalArt,1852)に教 員 と し
て採用 され た。 この実用美術局 は,当 代 の文化の情況 をただ単 に写 し出す に と
どま らず さ らに好 ま しい方向 に導 いてい くとい う任務 を与 え られて お り,ま た
この機 関の構成 は デザ イ ン教 育,科 学 ・芸術 ・産 業の図書館 そして工芸博物館
といった3部 門 か らなってい た。 ゼ ンパ ーは1855年まで当局 に勤務 し,建 築,
金工 そ して家具 製作 な どの実技指 導 ならびに工芸博 物館の組織 化 に協 力 したの
で あった。 それ ゆ え後世 の ドイツ において彼 は,当 代 の工芸改 革の創始者 の一
人 と して崇 め られ;時 には過大 に評価 され ることにもな るので あった。 ところ
で一方,1853年に科 学美術局(DepartmentofScienceandArt)と改称 した
当局 は,や がて1857年にサウスケ ンジ ン トンに移転 し,当 地 に 「サ ウスケ ンジ
ン トン博物 館」(SouthKensingtonMuseum)が建設 され た。 そ して これが中
心 となって,工 芸博物館 とデザ イ ン学校 との緊密 な協 力関係 が強化 され,産 業
に役立つ実際的 な教育機構 が イギ リス各地 に普 及 した。
さて,サ ウス ケ ンジン トン博物館 を拠 点 とした行政 の側 か らの工芸振興 は,
イギ リスの産業美術 の水準 を速 や かに向上 させた。 その優 れた効果 は,1862年
の ロ ン ドン万国博覧 会 において大方の認 め るところ とな り,海 外貿 易の増 収 に
も直接 に反映 がみ られ た。 そのため大陸 の諸国 は,ゼ ンパー が主張 したよ うな
科 学 と芸術 と産 業の統一促進 に正 当性 を進 ん で認 め,こ れに向 けての最 も効 果
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的 な手段 としてサ ウスケ ンジン トン博物館 に注 目 した。 ドイツ において もこれ
に関す る論議 が起 った。 ドイツ関税同盟 の公報(1862年)は,イ ギ リスに倣 っ
て正 当 なデザ イン教育機構 を導入 し,工 人の技倆 と眼 識 を高め るとと もに,産
業製品 の美的側 面 につ いての理解 を喚起 す る必要 があ る と指適 した。 この認識
に沿 って逸早 く特別 な対 策 を講 じたのは,オ ース トリアであった。1862年に当
国 の元首 ライナー大公(ErzherzogRainer)は,産業美術 と趣 味教育 を向上
し促 進 す るための具体的 な方策の検討 を美術史家 のル ドルフ ・フ ォン・・ア イテ
ルベ ルガー(RudolfvonEitelberger)に依頼 した。 そ して その翌年 には,サ
ウスケ ンジン トン博物館 を手本 とした機 関の設置 が認 め られ,早 くも1864年に
は 「オース トリア芸術 ・産業博物館」(OsterreichischesMuseumfurKunst
undIndustrie)が活動 を開始 した。 さ らに1867年には付属 の工芸学校(die
Kunstgewerbeschule)も併設 され,工 芸教育 の組織 的改革 が推 進 された。 そ し
て工芸博物館 と工芸学校 とが互 い に協 力 して,当 代の混乱 した工芸様 式 を正 し,
さ らには産 業 と芸術 の再統一 に邁進 したので あった。 しかし,オ ース トリァは
1866年に ドイッ連邦 か ら脱退 したた め,当 工芸博 物館 は ドイッにおけ るこの種
の運動 の中心 とはな りえなかった。 ドイッ におけ る工芸博 物館設立へ の動 きは,
プ ロ イセ ンにおいて これよ り少 し遅 れて始 まったので あった。
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プロセ イ ンにお いて は,す で に世紀 の前半 に工芸振興 への努 力が口火 を切 ら
れて いた。 当時,手 工作 は芸術 の領 域 で な くて機 械的 ・技術的 な領域 に組 み こ
まれて お り,プ ロ イセ ンの官吏 で産業政 策家 のペ ー ター ・ク リステ ィア ン ・ボ
イ ト(PeterChristianBeuth)は芸術性 を必要 とす る手工作家 の養成 をその
使 命の ひ とつ と した 「専門学 校」(dieTechnischeSchule,1821)を設立 した。
営 業の 自由の促 進 が手工作 ギ ル ドの統率 力 をゆるめ,企 業 で働 く手工作 家の教
育 が国家的課題 となっていたの であ る。 またボイ トは,建 築家 の カー ル ・ブ リ
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一 トリヒ ・シンケル(KarlFriedrichSchinkel)の協 力 を得 て,「 製造 業者 と
職 人 のための範例」(VorbilderfurFabrikantenundHandwerker,1821-1830)'
を発行 した。これ は,建 築 装飾 と工芸 のための図案 意 匠集で あ り,商工 業者の間
にデザ イ ンへ の関 心 を呼 び起 す こ とを目指 して いた。 しか し,ボ イ トによ る工
芸振興 へ の努 力は,鉄 工 業や機械 工 業の法外 な躍進 とともに後退 をよ ぎな くさ
れた。 また シンケルの企 て も,す ぐれた手工作能 力の不足の ため に活 力 を失 っ
て いったので あった。 ところが,こ うした努 力が世紀 の後半 に入 ると再 び見直'
され たの で ある。 その切 っ掛 け をもた らしたのは,,プロ イセ ンの皇 太妃 ヴ ィク
・トリア(KronprinzessinViktoria)であった。彼女 は,故 国 イギ リスの産業
美 術振興 に対す る努 力 とその成 果 に注 目 し,1865年春 に経済 専門家 のヘ ルマ ン
・シュヴ ァーベ(HermannSchwabe)に次 の任務 を指示 した。 すな わち,イ
ギ リスの それ を例 と して引 きなが ら,ベ ルリンに産 業美術 養成所 を設 置す る必
要 が あるこ とを,建 白書 において明 らか にす る とい う任 務で あった。 そ して こ
の建 白書 をもとに してシュヴ ァーベ は,「 イギ リス における産 業美術 振興 と ド
イツにおけ る当問題の現状」(DieForderungderKunst-IndustrieInEngland
undderStanddieserFrageinDeutschland,1866)と題 す る著書 を発 表 し
た。 この著書 において彼 は,イ ギ リスの手本 に ならって,し か し自国 の情況 を
考慮 して,す べ ての市民 の協 力の もとに,工 芸博 物館 を伴 った学校 を設 立す る
よ う広 く呼び かけたので あった。 これ とは無 関係 に折 しもベ ル リン手工業家協
会(BerlinerHandwerker-Verein)は,技術 的 ・科学 的 な側面 に重 点 を置 い
てはいた が,本 質 においてこれ と目標 を同 じ くす る機 関の構 想 を練 って いた。
こ うした2つ の動 きが結 びついて,ま た折 か らのオー ス トリア との戦 いの勝 利
も利 して,オ ー ス トリアのそれ に まさり劣 りのない工芸博物館 をベ ル リンにも
設置 しよ うとす る気運 が にわかに高 まった。
事 態 はすみや かに進展 した。1866年の秋 に 「ベ ルリ ンに工芸 博物館 を設置 す
るた めの委 員会」(KommissionzurGrundungeinesKunstgewerbemuseumsin
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Berlin)が組織 された。 商工 業者,芸 術 家,ジ ャーナ リス ト,議 員 そ して官吏:
な どか らな る設立委員会 は,そ の年 の暮 に第一回総会 を開催 し,設 置 され るべ
き施 設 の目的 と内容 を論議 した。 その結 果,2つ の独 立 した部 門 をもつ産業振
興機 関 の構想 が と りま とめ られた。 すな わち,科 学博物館 を中心 と した技術的
・科 学的部門 と,装 飾美術館(MuseumfurornamentalKunst)を中心 とした
芸術 部門 であ り,そ れぞれが専門学校 を従 えるこ とに なっていた。 ところ がこ
の構 想 に対 して,当 時 「オー ス リア産 業 ・芸術博物館」 の管理官 で あったヤー
コブ ・フ ォン ・ファルケ(JacobvonFalke)は,次 の よ うに忠 告 した。 すな
わ ち,科 学 と産 業 との結 合はすで に各種 の実業 学校や技術研 究所 によ って推 進
されて いる。 ところが産業美術 においては そ うではな い。芸術 と産 業 は長 い間
分離 してお り,そ の ため に手工作 は趣味 に関 して沈下 した ので あると。 このよ
うにフ ァルケは,当 計画 の力点 を科学 よ りも芸術 にお くこと を勧 め たのであっ
た。 この忠告 に沿 って科学博 物館 の設 置計画 は取 り消 され,芸 術 と科 学 の両部
門 を組 み合 わせ る方向 で計画 が練 り直 された。
そ して折 よ くこの年 に開催 されたパ リ万国博覧会 は,設 立委 員会の活動 を側
面 から鼓舞 した。 プロセ インの新聞各 社は競 って万国博 覧会 につ いて報道 し,
工芸 に対 す る一般の人 々の注 目を喚起 した。 プロイセ ン政府 もこれ に着 目 し,
万国博の終 了時 にはその主要 出品物 を緊急 に購入 したので あった。 そ うこ うす
る うちに,同 年1867年に法 人組織 と して 厂ベ ル リン ・ドイツ産 業博 物館」
(DeutschesGewerbe-MuseumzuBerlin)が,「商 工業者が芸術 と科学 の補
助 手段 を利用 で きるよ うにす ること」 とい う目的 の もとに発足 した。 そ して最
初 の居場所 と して 「グロ ピウスの ジオ ラマ」(Gropius'scheDiorama)が選 ら
ばれ,1月 には まず工芸 学校 が4つ の 日曜課程,4つ の夜間課程 そ して2つ の
昼 間課程 に全体 あわせ て約250名 の学 生 を集 めて開校 された。 ここでは,芸 術
ア カデ ミーや職 業学校 によっ て放置 されて きた工芸 の専門教育 が引 きうけ られ
たので あ り,建 築家 のマ ルチ ン ・グロ ピウス(MartinGropius)を先頭 にし
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て建 築家,画 家,彫 刻家 そ して技術 者が これに当った。 さらに同年4月 には ま
ず2つ の展示室 がパ リ万 国博覧会 の政府 買 い入 れ品 などを もとにして公開 され
た。 か くしてベ ル リン産 業博物館 が,幾 多の困難 にもかかわ らず民 間の犠牲 的
精神 と意 欲 に支 えられて,実 際活 動 を開始 したので あった。工芸 活動の ための
中心点 が生み出 され るとともに,工 芸教育へ の実践 的 な取 り組 み に口火 が切 ら
れたので ある。
そ して こ うした工芸博 物館 を中核 と した新 しい工芸振興運動 は,70年代 に飛
躍 の時 を迎 えた。 フ ラ ンス との戦 い(1871年)に勝 利 したプロ イセ ンは,ド イ
ツ国民 の長年の夢 で あった ドイ ツ統 一 をな しとげた。 そ してほ どな く巨額 な賠
償金 が ドイツに流入 し,空 前 の好 景気 と投機 熱 が生 じたので あった。 この いわ
ゆ る 「グ リュ ンダー ツァイ ト」(dieGrunderzeit)におけ る経 済 の躍進 は,工
芸博物館 に も大 い に利 した。家具,陶 磁 器,ガ ラス製 品,エ ナメル細 工 そ して
織物 などの いわゆ る工芸 品が,最 も広範 囲で市民的 な芸術 領域 と して人気 に投
じたので あ る。 ベ ル リンで1872年に開催 され た「古代工芸展 覧会」(Ausstellung
altererkunstgewerblicherGegenstande)は,当局 ならびに一般 の工芸博物
館 に対す る理解 を助 長 した。当展 を機 と して,有 能 な工芸 理論家 ユ リウス ・レ
ッシング(JuliusLessing)が当博物館 の指 導者 に迎 え られ,外 か らの支援活
動 もさ らに強 まった。 そ して ミヌ トー リ蒐集所(Minutolisammlung)の工芸 蒐
集 品 な どが加 わるこ とによって,当 機 関 は ドイ ツで最 も充実 した この種 の施 設
とな り,や がて その名 も 厂ベ ル リン工芸博物館」(DasKunstgewerbe-Museum
zuBerlin,1879)と改め られた。 さらに1881年には,展 示室,図 書室 そして
教育施設 をともなった専用の新館 が建 設 され,そ の運営 が政府 に移管 され た。
や っ と工芸博物 館 が公的 にその価値 を認 め られたの であ る。 そ してこの頃 か ら
他 の諸都 市 において も,帝 国創設 時代 におけ る市民 た ちの 自意識 の高 ま りを背
に して,工 芸振 興 に向 けて市民協 会 が競 うよ うに組織 された。 そ してベ ル リン
の それ を手本 に した工 芸博物館 が,ニ ュル ンベ ル ク(1869/72),ライプツ ィ
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ヒ(1868/73)そしてハ ングル ク(1869/74/77)などに開館 されたQこ とに
後 の2つ の工芸博物館 は,折 しも1873年に開催 された ウイー ン万国博覧会 か ら
の買取品 によってその蒐集 を飛躍的 に充実 させたので あった。 そ して80年代末
にかけて ドイツ各地 に30以上 もの工芸博 物館 が設置 され,そ の全盛時代 が到来
したので あった。
皿
か くして 工芸博物館 は,美術 品や歴史 資料 の蒐集保管 を旨 とした文化史 的 な
博物館 とはその出発点 を異 にしていた。 工芸 博物館 は,工 芸 の振興 とい う極 め
て現 実的 な課題 を与 え られたの であ り,活 動的 で主体性 に富 んだ社会的教育機
関 と して期待 されたの で あった。 そのた め工芸博物館 は,バ ーバ ラ ・ム ン ト
(BarbaraMundt)の精細 な研究報告 による と,以 下 の4つ の群 に区分 され る
手立 てによっ てその課題 に取 り組 んだ。
1.教 育部 門 と教育 活動:学 校,図 画教育,工 房,講 習会,巡 回教育 。
2.展 覧会部門 と展 覧会活動:図 案意匠 と手本 の収 集,展 覧会,蒐 集保 管品
の貸与,各 種複製 品の斡施 。
3.研 究部門:図 書館,研 究 所,技 術 試験 所。
4.直 接的経済援助 の部門 とその活動:デ ザ イ ンの斡施 所,技 術 的 ・経済的
・芸術 的諸問題 の相 談所,住 所 や特許 の収録 その他。
以 上で あ る。 この よ うに当代 の工芸博 物館 は,産 業美 術の意匠 ・製作技術 ・
経 済性 に関 す る調査 ・教育 ・援 助 の総 合的活動 を展 開 したので あった。 ここに
蒐集 された図案意匠 と手本 は,何 よ りも教育手段 と して意味 づ け られてお り,
工芸学校 の教 材 と して直接 活用 され るとと もに市民 の趣 味 の啓発 に もあて られ
た。 また工芸博物館 は,図 書館,技 術試験所 そして デザ イン斡施 所 な どをも従
えてお り,生 産技術 と図案意匠 に関す るい わば生 きた百科辞 典 ともな ったの で
ある。企 業家,工 芸 愛好家,手 工作職人,蒐 集家,材 料技 術者 とい った広範 な
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人 々が様 々 な工芸情報 をここで入 手す ることがで きたの であ る。
ところで,工 芸博物館 の注 目すべ き特性 のひ とつ は,そ の総 合的活動 が工芸
に対 す る歴 史的理論的 な認識 にその立脚点 を求 めた ところ にあった。 この際彼
らの主 た る手引 きとなったの は,ゼ ンパーの著 作 厂技術的芸術 と構 築的芸 術 に
おける様 式 あるいは実用美学一技術 家,芸 術家 そ して芸術愛好 家の ための教本」
(DerStilindentechnischenandtektonischenKunsteoderpraktische
Asthetik-EinHandbuchfUrTechniker,KiinstlerandKunstfreunde,ユ860)
であった。 この著作 においてゼ ンパー は,い わゆ る大芸術(diehoheKiinste)
と小芸術(dieKleinkunste)の隔 た りをとり去 って,逆 に小芸 術の側 か ら芸術
の価値 と発展 史 を追 究 し,工 芸学 の体系化 を企 て たのであ った。彼 の工芸 論 の
際立 った特色は,芸 術 作品 のフ ォルム を何 よ りもまず目的 ・材料 ・技術 の諸要
因 か ら解 き明 か して いこ うとす るところにあ った。 しか しこれ らの物 質的要因
がデザ インのすべ て を決定 す るとい うのでは なかった。機能 的 な骨組 と しての
フ ォル ムは,適 切 な装飾 を得 て始 めて美 しく芸 術的 にな り うる と考 えられ たの
であ った。従 ってゼ ンパ ーの工芸 論 に与 した工芸博物館 の指 導者 た ちは,概 し
て装飾芸 術の歴 史 と理論 の究 明 に進 んで努 めたの であ る。そ して 彼 らは,寄 り
集まうて工芸の 専門誌 「クンス トゲヴェルベ ブラ ッ ト」(Kunstgewerbeblatt,
1885)をも発刊 して いる。小芸術 の所産 につ いての芸術的 評価 と歴史的 認識 を
高 め ることをその使命 と した当工芸 専門誌 は,創 刊号 の巻 頭 において次 の よ う
にのべた。す なわ ち,「 そ うこ うす る うちに,芸 術 の幹 か ら若芽 が思 いの外 に
大 きく伸び て開花 し,た っぷ りと実 を結 んだ。 これが小芸 術で あ り,い わゆ る
手工作芸 術(dasKunsthandwerk)であ る。芸術 と手 工作 との間 に長年横 たわ
っていた仕切 り壁 が取 り払 われた。 すべての妨 げ とな った足 かせか ら解 放 され
て,今 や小芸術 と しての手工 作が大芸術 と並 んで同 じ位 置 に堂 々 と立 ってお り,
これ を人 々が現 代の秘蔵 っ子 と呼 んだのは まこと にもっともであ る」 と。 この
よ うに彼 らは,小 芸術の復活 を喜 ば しげ に鼓 吹 した。 かつ て17世紀 に始 まった
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美術 ア カゼ ミーの台頭以来,絵 画 ・彫刻 ・建 築 といった大芸術 か ら分離 され取
り残 され て きた手工作芸術 が,今 や失地 を回復 させ られ たの で あっ た。 また こ
れ につ れて,こ の復活 した小芸術の領域 を指す集合概 念 と して工芸(Kunstge-
werbe)とい う新造語 が専門家 によっ て60年代 か ら用 い られ始 めた。小芸術 や
手工作芸術 さ らには産 業美術 といった諸 々の意味 を含 み もた された この工芸 と
い う新造 語 は,や がて急速 に一般 にも普及 し,当 代の流 行語 と もな って いった。
しか し,こ うした小芸術 の復 活は,過 去 の時代様式 の忠 実 な模倣 を引 き連 れ
ていた。 とい うの も,元 来 サ ウス ケ ンジン トン派 の改 革者 た ちは,総 じて経験
主義 的 であ り過去 の芸術的 世界 に手掛 りをも とめた。 これに関 して オーエ ン ・
ジ ョー ンズ(OwenJones)は,当 代 の デザ イ ンに大 きな影響 力 を もった彼 の
書物 「装飾 の文法」(GrammerofOrnament,1856)において次 の よ うにのべ
ている。す なわ ち,「 過 去 の事柄 を無視 して,芸 術 の理論 を確 立 した り様式 を
生 みだ した りす る企 て は,ま った くおろか な行為で あ る。 それは,数 千年来 の
経験 や蓄積 された知識 を拒 否す るこ とで ある。 そ うす るので は な くて,過 去 の
すば ら しい作 品 をわれわれの相続財産 と してみるべ きで あ る」 と。 このよ うに
当代の組織的 工芸改革 の指 導原理 のひ とつ は,過 去 の時代 の工 芸 に関 す る遺 産
を整理 し体 系化 し,そ の成果 の活 用 によって往 時の小 芸術 の隆盛 をよみが え ら
せ る努 力 にあった。 従 って,工 芸博 物館付属 の工芸学校 では,装 飾 論や様式史
が手 ほ ど きされ,歴 史 的形態 の忠 実 な模倣 が奨励 された。 しか し,こ れは一方
で製作 とデザ インとの分離 をい よいよ決 定的 に したので あった。 工芸学校 の修
了生た ちが,手 工業 と産 業 にもっぱ らデザ イ ンのみ を提 供 す る専 門家 すな わち
「工芸 図案 家」(derKunstgewerbezeichner)となっていった か らであ る。 し
かも彼 らは,工 芸博物館 に蒐集 され た古 い時 代の装飾 様式 をひたす ら転写 し,
これ らの無批判 な模倣 を くり返 した。 か くして,過 去 の時 代や遠 くの文化 が生
み出 した手本 や図案意匠 を と り集め て,こ れ らを当代 のデザ イ ンに直接適 用 さ
せ るとい う風 潮,す なわ ち 「工芸 におけ るヒス トリス ムス」 が台頭 し、たので あ
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った。
しか し,こ うした ヒス トリスムス に向 かった工芸一般 の風潮 は,当 代 ドイツ
の政治 的 ・社会的 ・文化的 な諸情況 の反映 で もあった。 ドイツ国民 の長年の夢
で あっ た統 一国家 の達成 は,プ ロイセ ンを中心 に して貴族 階級 の指導 の も とに
成就 された。一方,市 民 た ちは1848年の革 命 が失敗 して以来,政 治問題 に無関
心 とな り,も っぱ ら経済的 な自活の確保 に専 心 していた。 そ して,いわゆ る「グ
リュンダーツ ァイ ト」 の時期 に急 激 に経 済力 を獲得 した新興市民 た ちは,実 直
・勤勉 ・簡素 を旨 と した従来 の市民的徳性 を退 けて,華 や かな貴族 的生活様式
の名残 りをむやみ に追 い求 めた。 こ うして当代 の未成 熟 な市民社 会は,独 自の
美 的文化 を育 くむ力 をもたず,与 えられた社会体制 の中 での 「歴史 の美化」(die
AsthetisierungderGeschichte)に甘 ん じたので あった。 ミュ ンヘ ン工芸協 会
25週年 を記 念 して開 かれた 「ミュ ンヘ ン工芸展」(MunchenKunstgewerbeau-
sstellung,1876)において は,「 わ乳 らが祖先 の製作物」(UnsereVater
Werke)と題 した工芸部 門 が設 け られ,ド イツ古 来の正統様式 と して ドイツ ・
ルネサ ンスの それが称揚 された。 そこで は 「技 巧豊 かに仕上 げ られた家具 で住
居 を飾 ること」 に力点 が置 かれ,工 芸 は住居 デザ イ ンの領分 へ とその活動 を大
きく拡 大 させ られたので あった。 ところが,こ の ルネサ ンス様 式 の熱狂 的 な称
揚 は,作 為的 な もので あ り,当 代 の薯侈へ の投機 で す らあった。 それゆ え,産
業製 品の美的向上 とい う目標 は少 しも達成 され なかったので ある。 この頃 に ド
イツ工芸 にも大規模 な産業化 が到来 してお り,手 工作 にかわって機械 工作 が無
分別 に導入 され始 め ていた。 それ は予想外 の速度 で進展 し,産 業美術 の生産 方
式 を大 きく変 え,機 械 がい かなるデザ インをもい とも簡 単 に実現 した。今 や安
くて豪華 な 「機械 によ るル ネサ ンス」(Maschinerenrenaissance)製品 が産 業
によ って素早 く開発 され,こ れ は中流以 下の市民 た ちによって観 喜の叫 び をも
って迎 え入 れ られ たの であ った。 しか し,こ の ルネサ ンス様式 もつ まる ところ
はひ とつ の流行様 式 であ り,ロ ココやバロ ック とい った他の流行 様式 がす ぐそ
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の後 を追 った。 しか も機械 工作 によ る装飾 は,大 衆の要求 をみた しこそす れ,
それはみせ かけの豊 か さに しかす ぎなかった。 その頃 の混 乱 した情況 につ いて
ヘ ルマ ン ・ムテー ジウス(HermannMuthesius)は次 の よ うにのべ て いる,「す
ばや く変化 す る流 行様式 を伴 った この時代 は,あ らゆ る種 類の ばか げた着飾 り
や偽 りの材料へ ともっ ともひ ど く迷 い こんだ時代 で ある。代用品 と模 造品 が成
功 を収 めた。木 材 は圧縮 された厚紙 で、石材 は しっ くいで,青 銅 は錫 鋳物 で,
それ ぞれ模造 され た。 この点 に関 しては最 も素朴 な作法規準 に対 す る気持 さえ
も失 われたので あった」 と。 このよ うに,当 時 の産業美術 は,安 い生産価格 の
物 品 に華美 な装飾 を施 してその本質 をいつ わったので あった。 それゆ え,ド イ
ツの工芸 は,安 い値段 と経 済安定 とを結 びつけて いるのみで無趣 味 で あるとの
悪評 が国際 的 に広 まっていったので あった。 や がて90年代 になる と,ド イツ国
内 において も これ に対 す る反 省が生 じ,か って あれほ ど栄光 にみ ちた工芸 とい
うことば がその魅 力 を急激 に失 なっ ていった。人 々は今や,ヒ ス トリスムス と
これ にもとつ く工芸 を,乗 り越 えて い くべ き障害物 と して糾弾 した。従 って そ
の存立基盤 の根 本 をくず された工芸博物館 は,今 世紀 に入 る まで にその工芸振
興 機 関 と しての役割 を終 えるので あった。
しか し,19世紀 ドイツの工芸博物館 の活動 は,す べ て徒労 に帰 した とは言 え
ないで あろ う。手工 業の領域 では,当 時消滅 の危機 に頻 して いた伝統 的手工作
技術 が蘚生 した。金属 加工,金 銀細 工,ス テ ン ドグ ラス,木 彫,金 属 打出 しそ
して彫金 といった あらゆる種類 の技 芸 が息 を吹 き返 したので あ り,や がて台頭
す るユ ーゲ ン トシュテ ィール にその発展 の技術 的基盤 を用意 したので あった。
また一方 で,産 業 に役立 つデザ イン教育へ の道 が開 かれ,量 産品 の デザ イ ンに
早 くも従 事 した工芸図 案家が養成 された。 これ によ って産業 とデザ イナー との
協 同関係 の形 成 に先鞭 がつ け られ たので あった。 さらには何 よ りも,小 芸術 の
復 活 と工芸概 念の確立 に努 めるこ とによって,芸 術 を本来 の場 で あ る大衆 の も
とに戻 そ うとす る運動 の 口火 が切 られ た。 た しかに結果 として工芸博物館 は ヒ
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ス トリス ムス とこれに もとつ く装飾 理論 のため に袋小路 にお ちいって いった。
しか し,現 実 の近 代産 業 と機械 文明 に背 を向 けるこ とな く,そ の人 間化 を芸術
の活用 によって実 現 しよ うと願 った のであ り,こ の点 に関 しては ドイツ工作連
盟(DeutscherWerkbund)やバ ウハ ウス(Banhaus)運動 の根 本理 念 を先取
りしていた とい えよ う。以上 の よ うに,ド イッの工芸博物館 は,芸 術 と実業 の
再結合 や文化 とデザ イ ンの相関関係 につ いての諸問題 に逸早 く取 り組 み,や が
て始 まる ドイツの近代 デザ イ ン運動 の注 目すべ き胎動期 を形成 したので あった。
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